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株式会社ジィ・シィ企画（本社：千葉県佐倉市、代表取締役社⻑：⽮ヶ部啓⼀、以下 ジィ・シィ企画）は、
様々な社会課題を解決するための新規事業として、コミュニティ通貨を利⽤した研究開発を 3 年前より着⼿。 
2019 年 2 ⽉に産学連携で「 持続可能社会のためのコミュニティ通貨研究コンソーシアム 」
（https://www.3c3s.org/）を設⽴し、様々なプロジェクトを実施。望ましいコミュニティの持続可能性に寄与
すべく、次世代技術に⽀えられたコミュニティ通貨を基軸とした新たな社会経済システムを実現するために必
要なデータを収集、解析を⾏い、その成果を社会実装することを⽬的として活動しています。 
 
ジィ・シィ企画では、コミュニティ通貨「C.C.Wallet」アプリを活⽤し、コミュニティ通貨の利⽤価値の創出や
従業員エンゲージメントの向上から⾃社の商材としての研究や CSR 活動を通じた社会貢献活動への利⽤につい
て幅広く研究しています。 
本ニュースリリースでは、研究のひとつであるコミュニティ通貨を利⽤した地域貢献型実証実験をご紹介します。 
 
ジィ・シィ企画本社所在地の佐倉市には、⼦ども⾷堂が集まる「さくらあったか⾷堂ネットワーク」があり、現
在 11 の団体が所属しております。その中の２団体と実証実験の⼀環としてコミュニティ通貨を⽤いた地域貢献
活動に取り組んでいます。 
ジィ・シィ企画では全従業員にコミュニティ通貨を付与し、様々な社内活動に利⽤しております。地域貢献型と
しては、従業員が所有している通貨を⼦ども⾷堂へ寄付する仕組みとして利⽤し、⼦供⾷堂は貯まったコミュニ
ティ通貨を使って加盟店舗にて⾷材を仕⼊れ、⾷材の代⾦はジィ・シィ企画にて⽀払いをします。単純に企業が
こども⾷堂に⾷材を寄付するのではなく、従業員が寄付し、⼦どもたちはキーホルダーなどを⼿作りして社員へ
のお礼として配布しています。これにより地域コミュニティ内で通貨を循環させることが実証実験の⽬的となり
ます。 
今回、寄付活動をおこなっている寺崎⾷堂様にコミュニティ通貨を使った寄付についてインタビューをさせてい
ただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コミュニティ通貨を利⽤した地域貢献型実証実験 
〜⼦ども⾷堂への寄付活動について（寺崎⾷堂編）〜 



さくらあったか⾷堂ネットワーク所属⼀覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨寺崎⾷堂 
  

⽴ち上げ：2020 年 2 ⽉ 
活動内容：⼦ども(地域)⾷堂：毎⽉１回 ⼟曜⽇ 
     フードパントリー：3 カ⽉に 1 回 
活動場所：⼤崎台４丁⽬集会所 
     寺崎⼩学校昇降⼝前 など 
⾷堂参加費：100 円(⼦ども・⼤⼈共通) 
活動スタッフ：11 名 

地域住⺠、福祉関係者、⺠⽣委員児童委員、市議会議員、元教員などが在籍 
 

https://www.facebook.com/terashoku/ 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⼦ども⾷堂の声【寺崎⾷堂】 
寺崎⾷堂の活動内容を教えてください。 

寺崎⾷堂は 3 本の柱を軸に活動しています。⼀つ⽬に「こども⾷堂」。コロナの影響により、⾷
堂としての活動はおこなえていませんが、お弁当を配布するかたちで活動をしています。次に
「フードバンク」です。地域の⽅や⽀援団体からいただいた⾷料品を⼦育て世帯や定時制⾼校・
⽇本語学校に通う⽣徒さんなどに届けています。最後に「こどもの居場所づくり」です。学校や
家庭の他にも、安⼼できる居場所や相談場所づくりをおこなっていきたいと思います。 

当社から「コミュニティ通貨を使った寄付」について提案された時の気持ちをお聞かせください。 

⼈と⼈とのつながりをつくっていくのがこども⾷堂の役割だと思っています。たくさんの⼈が関
わるシステムをつくってくれるのはありがたい！と思いました。 

実際、コミュニティ通貨を使ったシステムを使ってみていかがでしたか？ 

寺崎⾷堂は⼦どもだけでなく誰でも気軽に集まることができる場所にしたいと考えています。
⽼々世帯や単⾝者も多く、⾷堂を通してふだんから顔が⾒える関係があれば、災害等が起こった
時にもより安⼼できる地域になると思います。どんな⼈でも参加できる地域⾷堂を⽬指してい
きます。 

市内外の企業からお⾦や品物を寄付いただくことはありますが、このシステムを取り⼊れるこ
とで従業員の皆さんも寺崎⾷堂のことを知ってくださり、それぞれがコミュニティ通貨を送っ
てくれることで企業としてだけでなく従業員の⽅の寄付の気持ちを感じることができるのは本
当に嬉しいです。また、様々な⾷品をいただくことができるので⾷材の⽚寄りがなく、加⼯品
に頼るのではなく⼿作りにこだわり栄養バランスのとれたメニューのお弁当をお届けすること
ができています。 

今後、コミュニティ通貨を使ったやりとりに期待することを教えてください。 

今、利⽤できる店舗は市内ではあるけども、寺崎地区の商店で使えるようになれば地域のつなが
りがより深まるのではないかと思っています。 

寺崎⾷堂は⼦どもたちにとって、どのような存在でありたいと考えていますか？ 

ありがとうございました。 
このコミュニティ通貨を使ったシステムがより使いやすいものになるよう今後も様々なご意⾒を
お聞かせいただければと思います。引き続き、宜しくお願いいたします。 



コミュニティ通貨は⼀定の地域内や限られた会員の間でのみ流通する価値交換システムです。主にボランティア
的なサービスの提供や、相互扶助の⼿段として使われ、持続可能な⾃⽴型の社会を形成やコミュニティの活性化
など様々な⽬的で使⽤します。 
ジィ・シィ企画は⾃社が持っている決済技術を応⽤してコミュニティ通貨システムを開発しました。コミュニテ
ィ通貨の利⽤価値の創出や従業員エンゲージメントの向上を⽬指しコミュニティ通貨の社会実装を⽬指します。 
 
 


